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委員は骨子におおむね理解、特定計量器規制対象に意見集中

（1） 2006年（平成 18年）2月26日（日）第 2620 号 （　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

第
3
回
計
量
制
度
検
討
小
委
員
会
開
く
　
   　
 　
陰
右
面

資
料
・
第
3
回
計
量
制
度
検
討
小
委
員
会
 　
　
 隠
韻
吋
面

寄
稿
・
平
井
外
成
氏
、
J
C
S
S
登
録
事
業
者
　
　
 右
面

あ
い
ち
計
測
研
究
会
座
談
会
汗
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
面

私
の
履
歴
書
・
齊
藤
勝
夫
（
1
0
7
）、
社
説
、
計
量
ひ
と
く
ち
メ
モ
　
烏
面

計
量
士
国
家
試
験
、
佐
藤
計
量
器・
防
水
型
温
度
計
発
売
　
羽
面

長
野
計
器
・
校
正
範
囲
拡
大
、
A
&
D
・
一
部
上
場
へ
　
  羽
面

多
分
野
に
拡
大
す
る

民
間
活
力
導
入

　
計
量
行
政
の
見
直
し
を
審
議
す
る
第
3
回
計
量
制
度
検

討
小
委
員
会
が
2
月
　
日
午
前
、
経
済
産
業
省
別
館
1
0

21

2
8
号
室
で
開
か
れ
た
。
3
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
W
G
）
が
ま
と
め
た
骨
子
が
、
各
座
長
と
事
務
局
か
ら

提
示
さ
れ
た
。
計
量
士
制
度
、
特
殊
容
器
制
度
、
計
量
単

位
及
び
情
報
提
供
と
い
っ
た
W
G
を
横
断
す
る
よ
う
な
事

項
に
つ
い
て
も
、
見
直
し
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。
委
員

は
骨
子
案
を
大
筋
で
了
承
す
る
も
の
の
、
第
1
W
G
の
分

野
で
あ
る
特
定
計
量
器
の
規
制
対
象
見
直
し
に
対
し
て

は
、
慎
重
論
や
異
を
唱
え
る
意
見
も
相
次
い
だ
。
各
W
G

は
今
回
提
示
さ
れ
た
意
見
を
持
ち
帰
っ
て
検
討
す
る
。
W

G
会
合
の
進
展
を
受
け
、
次
回
小
委
員
会
は
4
月
下
旬
か

ら
5
月
に
か
け
て
行
う
。 

　
今
回
か
ら
、
矢
橋
有
彦
日

本
電
気
計
器
検
定
所
理
事
長

の
退
任
に
伴
い
、
後
任
の
大

野
昼
夫
理
事
長
が
委
員
に
着

任
し
た
。

　
今
回
は
、
各
W
G
が
ま
と

め
た
骨
子
の
ほ
か
、
W
G
を

横
断
す
る
よ
う
な
事
項
に
つ

い
て
も
討
議
さ
れ
た
。

　
前
回
議
事
録
が
異
議
な
く

承
認
さ
れ
た
後
、
ま
ず
計
量

士
制
度
、
特
殊
容
器
制
度
、

計
量
単
位
、
情
報
提
供
に
つ

い
て
、方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

W
G
横
断
事
項

　
計
量
士
制
度
に
つ
い
て
、

計
量
士
は
国
家
資
格
で
あ
り

な
が
ら
、
一
度
登
録
す
る
と

資
格
返
上
の
制
度
が
な
い
た

め
、
実
際
に
計
量
士
と
し
て

活
動
し
て
い
る
人
数
が
ど
れ

だ
け
い
る
の
か
、
行
政
側
で

も
把
握
し
て
い
な
い
。
一
定

程
度
の
資
質
の
維
持
を
図
る

観
点
か
ら
、
資
格
の
更
新
制

と
、
更
新
時
の
研
修
を
義
務

づ
け
る
案
を
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
民
間
能
力
活
用
の

方
針
か
ら
、
た
と
え
ば
都
道

府
県
の
条
例
を
整
備
し
、
指

定
定
期
検
査
機
関
に
お
け
る

計
量
士
の
活
用
も
期
待
で
き

る
の
で
は
な
い
か
、と
し
た
。

試
験
事
務
に
あ
た
っ
て
は
、

独
立
行
政
法
人
の
活
用
を
視

野
に
入
れ
て
お
り
、
登
録
事

務
に
つ
い
て
も
独
立
行
政
法

人
の
担
当
を
検
討
す
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
一
般
計
量

士
の
適
正
計
量
管
理
事
業
所

や
行
政
機
関
代
行
な
ど
と

い
っ
た
職
域
拡
大
を
歓
迎
す

る
声
が
上
が
っ
た
。
地
方
自

治
体
の
立
入
検
査
も
職
域
に

含
め
た
い
、
と
い
う
提
案
に

は
、
公
正
・
中
立
の
保
持
を

第
一
に
心
が
け
る
べ
き
、
と

い
う
意
見
が
出
た
。
計
量
士

の
活
動
実
態
を
把
握
す
る
た

め
、
全
国
組
織
へ
の
加
盟
を

義
務
化
す
る
提
案
も
あ
っ

た
。
独
立
行
政
法
人
へ
の
委

託
を
検
討
す
る
方
向
に
つ
い

て
は
、
広
く
民
間
一
般
を
対

象
と
す
る
べ
き
、
ま
た
、
登

録
更
新
時
の
講
習
は
、
実
績

あ
る
民
間
団
体
に
任
せ
る
べ

き
と
い
う
意
見
が
出
た
。

　
特
殊
容
器
制
度
は
基
本
的

に
廃
止
の
方
向
で
検
討
し
て

い
る
が
、
と
く
に
異
論
は
な

か
っ
た
。

　
計
量
単
位
に
つ
い
て
は
、

S
I
（
国
際
単
位
系
）
に
素

早
く
対
応
で
き
る
仕
組
み
の

構
築
、
教
育
現
場
や
広
く
一

般
へ
の
S
I
浸
透
を
時
間
を

か
け
て
行
っ
て
い
く
べ
き
、

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

尺
貫
法
へ
の
柔
軟
な
対
応
を

求
め
る
声
も
あ
っ
た
。

　
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、

計
量
に
対
す
る
ク
レ
ー
ム
窓

口
の
存
在
を
積
極
的
に
周
知

す
る
べ
き
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
事
務

局
か
ら
も
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
る
と
い
う
回
答
が
さ

れ
た
。

第
1
W
G

　
第
1
W
G
は
、
特
定
計
量

器
の
規
制
対
象
見
直
し
に
つ

い
て
、
意
見
が
集
中
し
た
。

と
く
に
、
安
心
・
安
全
を
危

惧
す
る
消
費
者
団
体
代
表
か

ら
、
規
制
対
象
外
に
な
る
計

量
器
へ
の
不
安
が
叫
ば
れ

た
。
こ
れ
を
受
け
、
主
体
が

代
わ
っ
て
も
安
全
が
維
持
で

き
れ
ば
問
題
は
な
い
が
、
代

わ
る
こ
と
で
安
心
で
き
な
く

な
る
と
い
う
面
も
否
め
な

い
。
主
体
が
代
わ
る
に
あ

た
っ
て
は
、
そ
の
手
順
と
根

拠
を
明
示
す
る
べ
き
、
と
い

う
発
言
が
出
た
。

　
指
定
製
造
事
業
者
制
度
を

修
理
品
・
再
検
定
品
ま
で
拡

大
す
る
案
に
は
、
賛
成
す
る

メ
ー
カ
ー
側
と
、
慎
重
に
検

討
す
る
べ
き
と
い
う
試
験
機

関
側
の
意
見
が
挙
が
っ
た
。

修
理
品
の
実
態
を
個
々
の
計

量
器
ご
と
に
見
極
め
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
検
討
す
る
べ
き
だ

と
し
た
。

　
　
　
　（
右
面
へ
つ
づ
く
）

計量制度
見直し


